Polyglycolic acid-collagen tubeで修復した顔面神経の再生に頸部交感神経節切除が及ぼす影響 by 辻本 源太郎
論 文 内 容 の 要 旨
人工神経誘導管 polyglycolic acid-collagen（PGA-c）tube を用いた神経再生に血流量増加が及ぼす影響を検討するた









４．神経伝導速度の control に対する割合は，再建群より SGB＋再建群で有意に高かった。
５．神経組織面積，有髄神経線維直径の比率は，再建群より SGB＋再建群で有意に高かった。
論 文 審 査 の 要 旨
本研究は，イヌ頸部交感神経節切除が PGA-c tube で再建した顔面神経の再生に与える影響を検討したものである。
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